
Vol.15 http://www.myohokkein.jp/ 2016年（平成28年）１月１日発行
「ろおたす」からの～通算396号

ReportReport
〒652ー0816　神戸市兵庫区永沢町4－5－8
 TEL（078）575ー2608　FAX（078）577ー7651

kobe@myohokkein.jp

LOTUS  ROOT（１）Vol . 15 平成28年１月１日

ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！

おきらく

日　記
頭の体操２ 2015年11月10日（火）

まぁ当たり前なのだが、年を重ねるにつ
け額が後退し、頭部の薄毛が目立ってき

た。最近久しぶりに会う同級生も、最初に注目するの
は、太り具合とハゲ具合である。同い年で、こうも違
うモノか？？と感じる体型と髪の毛…。私も最近は、
少し生えて濃淡が目立ってくると、またすぐに剃って
誤魔化している。こういう時、坊
主を生業として良かったと思う。
若い時は、あんなに髪を切る事に
抵抗があったのにね。頭皮を揉ん
で血流が良くなると、白髪が黒く
戻って薄毛がまた濃くなると、テ
レビでやっていた。今毎日、頭を
モミモミしている…

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

「
や
っ
ち
ゃ
え

　
　
　
C
H
I
K
O
U
S
A
N
」

　

日
蓮
聖
人
の
誓
願

　

日
蓮
聖
人
は
、
お
釈
迦
様
の
教
え
の
解
釈
に

諸
説
あ
る
事
に
疑
問
を
抱
き
ま
す
。
そ
こ
で
比

叡
山
な
ど
で
十
年
に
も
お
よ
ぶ
長
い
修
行
と
勉

学
研
鑽
の
す
え
、
仏
法
の
真
髄
は
「
法
華
経
」

に
あ
る
と
確
信
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
自
分

が
得
度
し
た
故
郷
の
清
澄
に
戻
ら
れ
、
建
長
五

（
一
二
五
三
）
年
四
月
二
十
八
日
、
太
平
洋
か

ら
昇
る
朝
日
に
向
か
っ
て「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

と
お
題
目
を
声
高
ら
か
に
初
め
て
唱
え
ら
れ
、

法
華
経
弘
通
の
決
心
を
誓
わ
れ
る
の
で
す
。

　

白
猿
の
伝
説

　

そ
の
後
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
十

六
日
に
鎌
倉
幕
府
の
執
権
北
条
時
頼
へ
『
立
正

安
国
論
』
を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
当

時
起
こ
っ
て
い
た
地
震
・
異
常
気
象
・
疫
病
・

飢
餓
は
、
法
然
を
始
め
と
す
る
念
仏
宗
や
禅
宗

な
ど
の
邪
教
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
、
幕
府

へ
宗
教
政
策
の
転
換（
正
法
を
法
華
経
と
す
る
）

を
迫
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
約
一
ヶ
月

後
の
八
月
二
十
七
日
に
、
日
蓮
聖
人
に
最
初
か

ら
反
感
を
持
っ
て
い
た
念
仏
の
信
者
な
ど
に

よ
っ
て
、
住
ま
い
で
あ
っ
た
鎌
倉
の
松
葉
ヶ
谷

草
庵
が
襲
撃
さ
れ
、
焼
打
ち
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
法
難
か
ら
日
蓮
聖
人
の
命
を
救
っ
た

の
が
白
猿
な
の
で
し
た
。
こ
の
白
猿
の
不
思
議

な
導
き
に
よ
り
、
草
庵
の
あ
っ
た
所
か
ら
裏
山

の
岩
窟
に
難
を
逃
れ
る
事
が
出
来
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
こ
の
猿
は
日
蓮
聖
人
の
為
に
、

食
物
も
捧
げ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。 

　

以
信
代
慧

　

妙
法
蓮
華
経
法
師
品
第
十
に
「
若
人
欲
加
悪

刀
杖
及
瓦
石　

則
遣
変
化
人　

為
之
作
衛
護
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
蓮
聖
人
の
祈
祷
鈔
に
も

「
行
者
は
必
ず
不
實
な
り
と
も
智
慧
は
愚
か
な

り
と
も
、
身
は
不
浄
な
り
と
も
、
戒
徳
は
備
え

ず
と
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
さ
ば
、
必
ず
守

護
し
給
べ
し
」
と
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
予
感

　

お
寺
は
第
三
期
工
事
も
終
了
し
、
少
し
ず
つ

従
来
の
活
動
を
と
り
も
ど
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

布
教
師
会
や
日
青
年
会
・
寺
院
会
等
の
宗
内
の

利
用
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
や

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
利
用
も
工
事
前
と
同
様
に

活
動
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
新
た
に
お
寺
を
利

用
す
る
団
体
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
寺
子
屋
等
の
イ
ベ
ン
ト

も
始
め
ま
し
た
の
で
、
新
し
い
人
の
流
れ
が
出

来
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
白
水
星
の
運

　

こ
こ
で
正
月
な
の
で
運
勢
の
話
を
し
ま
す
。

私
は
一
白
水
星
。
実
は
こ
こ
で
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
し
ま
す
が
、
一
昨
年
と
昨
年
の
私
は
、
建
築

の
運
勢
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

お
寺
の「
開
創
一
三
〇
周
年
の
記
念
」と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
「
お
題
目
を
唱
え
て
い
れ
ば
、

ナ
ン
ト
カ
な
る
さ
」
と
運
勢
に
逆
ら
っ
て
私
は

事
業
を
前
へ
進
め
ま
し
た
。

　

結
果
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
も
ち
ろ
ん
建
物

は
出
来
た
の
で
す
が
、
工
事
の
遅
れ
や
建
築
ミ

ス
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
工
事
中
は
大
変
な
打

ち
合
わ
せ
を
何
回
も
積
み
重
ね
ま
し
た
。
し
か

し
納
得
の
い
く
仕
上
が
り
に
は
な
ら
ず
、
精
神

的
な
負
担
も
大
き
く
強
い
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
や
は
り
「
ち
ょ
っ
と
無
理
が
あ
っ
た
の

か
な
〜
」
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
し
か
ー
し
！！

今
年
の
一
白
水
星
は
、好
運
好
調
の
回
座
で
す
。

万
事
思
わ
く
ど
お
り
の
結
実
運
と
な
り
、
あ
せ

ら
な
く
て
も
幸
運
が
自
然
に
舞
い
込
ん
で
く
る

年
回
り
と
暦
に
あ
り
ま
す
。
年
末
の
忘
年
会
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
私
が
１
位
で
し
た
。

　

ご
加
護
を
信
じ
て
今
年
も
色
々
と
新
し
い
事
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
皆
さ
ん
！
付
い
て
き
て
下
さ
い
。

仏
さ
ん
も
永
ち
ゃ
ん
も
応
援
し
て
く
れ
て
ま
す
。

そ
こ
ん
と
こ
ヨ
・
ロ
・
シ
・
ク
。　
　
　
（
住
職
）

毎年お知らせしていますように、この寺報は年賀号なのですが喪中の葉書を頂いた方へもお送りします。「喪中とは相手方が年頭の挨拶を欠礼とます」という事なので「こちらの寺報は送るべし」という主義を先代より引継いでいます。

モミモミ モミモミまいにち、日蓮！！
「日蓮聖人の
お言葉」開いてね
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口
に
妙
法
と
よ
び
奉
れ
ば
、

　
我
身
の
仏
性
も
よ
ば
れ
て

　
　
　
　
　
必
ず
顕
れ
給
う

口
に
妙
法
と
よ
び
奉
れ
ば
、

　
我
身
の
仏
性
も
よ
ば
れ
て

　
　
　
　
　
必
ず
顕
れ
給
う

座
禅
・
唱
題
行
・
写
経
・
水
行
・
作
務

　

私
た
ち
の
心
と
い
う
の
は
、
い
つ
も
乱
れ
て

い
ま
す
。し
か
し「
修
行
」と
名
の
付
く
も
の
に

取
り
組
む
と
自
然
に
心
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
修
行
体
験
を
続
け
て
い
る
と
、

常
に
落
ち
着
い
た
平
静
な
心
で
物
事
を
判
断
す

る
力
が
備
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
何
が
正
し

く
て
、
何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
が
、
ち
ゃ
ん

と
見
え
て
く
る
。

　

こ
れ
が
私
た
ち
仏
教
徒
の
目
指
す
目
標
。

　

仏
教
は
誰
で
も
学
ぶ
事
が
出
来
ま
す
が
、
一

方
で
非
常
に
難
し
い
教
え
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私

た
ち
の
心
は
常
に
乱
れ
て
い
る
の
が
当
た
り
前

で
、
そ
の
乱
れ
た
心
が
修
行
の
邪
魔
を
す
る
か

ら
で
す
。

コ
ロ
コ
ロ
と
変
化
す
る
の
で
コ
コ
ロ

　

こ
こ
で
、
一
度
３
分
間
じ
っ
と
目
を
つ
む
っ

て
静
か
に
自
分
の
心
を
見
つ
め
て
み
て
下
さ

い
。
姿
勢
を
正
し
く
背
筋
を
伸
ば
し
て
、
静
か

に
腹
式
呼
吸
を
し
ま
す
。
吸
う
息
は
鼻
か
ら

す
っ
て
吐
く
息
は
口
か
ら
。
静
か
に
ゆ
っ
く
り

と
呼
吸
を
し
て
み
て
下
さ
い
。
自
分
の
五
感
を

研
ぎ
澄
ま
せ
て
、
じ
っ
と
自
分
の
心
の
中
を
観

察
し
て
み
て
下
さ
い
。
…
…
…

　

ハ
イ
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
３
分
間
と
い
う
短

い
間
で
も
、
結
構
い
ろ
ん
な
事
を
考
え
た
と
思

い
ま
す
。「
今
夜
の
晩
ご
飯
」
に
思
い
を
巡
ら

し
た
り
「
仕
事
の
段
取
り
」
を
考
え
た
方
も
い

た
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
頭
で
は
、
こ
ん
な
に

短
い
時
間
で
も
沢
山
の
情
報
が
巡
り
廻
っ
た
事

と
思
い
ま
す
。　

大
き
な
夜
の
湖
を
想
像
す
る

　

そ
こ
は
風
も
な
く
非
常
に
静
か
で
、
空
に
は

大
き
な
満
月
が
輝
い
て
い
る
。
そ
し
て
湖
面
の

水
面
は
さ
ざ
波
一
つ
立
っ
て
い
な
い
。
す
る
と

そ
の
水
面
に
も
、
ま
ん
丸
な
お
月
様
が
浮
か
び

上
が
り
ま
す
ね
。
し
か
し
そ
の
水
面
を
風
が
吹

い
て
、
ち
ょ
っ
と
で
も
さ
ざ
波
立
つ
と
正
し
い

月
の
姿
は
浮
か
び
上
が
ら
な
い
。

　

私
た
ち
の
心
も
こ
れ
と
同
じ
で
す
。

　

も
の
ご
と
を
正
し
く
捉
え
る
の
に
は
、
普
段

か
ら
常
に
波
立
っ
て
い
る
心
の
水
面
を「
ス
ッ
」

と
静
か
に
落
ち
着
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。

自
分
の
中
に
あ
る
２
つ
の
心

　

実
験
で
「
あ
ぁ
自
分
の
心
が
良
く
動
い
て
い

る
な
ぁ
〜
」
と
感
じ
た
方
は
、
自
分
の
心
を
そ

う
や
っ
て
客
観
的
に
見
て
い
る
も
う
一
人
の
自

分
が
い
た
事
に
お
気
づ
き
で
す
か
。
一
般
的
に

世
間
で
は「
感
情
的
で
あ
る
方
が
人
間
ら
し
い
」

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
怒
っ
て
い
る
」「
妬

ん
で
い
る
」「
悲
し
ん
で
い
る
」「
喜
ん
で
い
る
」

喜
怒
哀
楽
の
感
情
が
激
し
い
人
の
方
が
情
熱
的

だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
皆
が
感
情
を
む
き

出
し
に
す
る
こ
と
が
良
い
事
な
ん
だ
と
勘
違
い

し
、
も
う
一
人
の
冷
静
な
自
分
を
ど
ん
ど
ん
見

失
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
大
切
な
の
は
、
自
分
の
事
を
客
観
的

に
判
断
し
て
く
れ
る
も
う
一
人
の
自
分
の
存
在

で
す
。
こ
の
平
静
な
自
分
こ
そ
が
、
仏
性
と
呼

ば
れ
る
皆
さ
ん
の
中
に
お
ら
れ
る
仏
様
な
の
で

す
。

お
せ
が
き
法
要
は
自
分
の
為

　

大
嵐
が
来
て
先
ほ
ど
の
湖
面
は
、
う
ね
り
や

高
波
で
荒
れ
狂
っ
て
い
る
。
し
か
し
深
い
深
い

湖
の
底
で
は
、
今
ま
で
と
全
く
変
わ
ら
な
い
静

か
な
安
定
し
た
水
域
が
拡
が
っ
て
い
る
。
皆
さ

ん
の
仏
様
は
、
心
の
奥
底
で
静
か
に
客
観
的
に

皆
さ
ん
を
見
て
い
る
の
で
す
。

　

修
行
と
は
、
自
発
的
に
取
り
組
む
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
頭
で
理
解
す
る
も

の
で
は
な
い
。
お
経
を
読
ん
だ
り
、
水
を
被
っ

た
り
、
写
経
を
し
た
り
、
掃
除
を
し
た
り
。
こ

う
し
た
「
修
行
」
と
い
う
の
は
、
言
葉
の
限
界

を
超
え
た
学
だ
と
前
に
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
お
題
目
を
唱
え
る
事
に
よ
り
、
何

時
で
も
何
処
で
も
静
か
な
心
が
取
り
戻
せ
る
。

仏
性
を
自
由
自
在
に
引
き
出
し
て
物
事
の
判
断

を
正
し
く
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
。

　

お
せ
が
き
法
要
の
中
で
、
ご
先
祖
と
対
面
し

な
が
ら
、
も
う
一
度
自
分
の
心
の
中
を
見
つ
め

て
下
さ
い
。

　

四聖六道法界万霊に供養す

我等同門の行人

常に三宝尊敬の心を失わず

真俗一如同行讃美

お焼香は回数よりも念じる事に意味がある

如従飢国来　忽遇大王膳 當山歴代上人 増圓妙道位隣大覚

おせがきの中のおせがき

Photo：TAKESHI HONGO（ライダーでは無い）

蓮の実のあの少女がこんなにベッピンに♡名物みたらしだんご小さいお子様も一緒にお参り下さい

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計 8～11月 2015年8月1日～11月30日

志納金
　現金
　郵便振込
　銀行振込
利　息
信行志納金

自家納骨壇

収入小計
7月から繰越金
合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ
一般A

2,191,000

6,044
2,000
1,000

1,800,000

4,000,044
29,759,639
33,759,683

借入金返済
振込手数料
支払利息

顕彰位牌
建物登記
弁護士費用

支出小計
12月への繰越金
合　　計

3,332,000
864

417,674

129.600
278,000
1,670,000

5,828,138
27,931,545
33,759,683

現金  ………………………… 0円
普通預金 ………… 27,931,545円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  ……………… 27,931,545円

翌月繰越金内訳
寺債金残高
　97名……………………… 53,300,000円

寺債金会計 8～11月 2015年8月1日
　　～11月30日

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
7月から繰越金
合　　計

0
0

1,098
1,098

8,409,980
8,411,078

返還金

支出小計
12月への繰越金
合　　計

0

0
8,411,078
8,411,078

支　　　出（円）

御
宝
前
・
御
供

八
月

臼
井　
　

彰　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松　

純
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

岡
田　

友
行　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤　

秀
幸　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤　

裕
次　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
本　

早
苗　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

九
月

臼
井　

正
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

岩
井　

貞
雄　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
久
保
順
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

志
水　

克
行　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
内　

京
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

松
原　

明
美　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

十
月

明
渡　
　

正　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
久
保
順
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

貝
谷　

祐
一　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
本　

早
苗　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

若
林　

正
子　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
五
、
〇
〇
〇
円

妙
林
寺　

小
埜 

栄
裕

　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

信
行
志
納
金

二
〇
一
五
年
度（
八
月
〜
十
一
月
）

枝
澤　
　

實　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　
　
　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

 

 

題
目
カ
ー
ド　
　
　

一
、
四
〇
二
枚

寿
量
品
カ
ー
ド　
　

一
、
二
八
八
枚

陀
羅
尼
カ
ー
ド　
　
　
　

一
七
八
枚

十
一
月

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
神
戸
G

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

礒
橋
ひ
ろ
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
牧　

啓
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

金
澤　

行
則　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

木
住
多
美
子　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

古
賀　

治
夫　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中　

良
枝　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

濱
田　

啓
輔　

一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

松
田　
　

健　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

森
本　

兼
曩　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

吉　

原　

家　

一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

長
遠
寺　

池
田 

博
英　
　

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
國
寺　

岡
部 

日
聡

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

本
了
寺　

田
中 

久
信

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

常
國
寺　

服
部 

聖
海

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

建
設
志
納
者    

二
〇
一
五
年
度（
八
月
〜
十
一
月
）

臼
井
奈
美
子　

　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

大
久
保
順
子　

六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
孝　
　

八
〇
、
〇
〇
〇
円

助
川　

恭
子　
　
　

九
、
〇
〇
〇
円

村
瀬
喜
紅
子　
　

一
二
、
〇
〇
〇
円

安
福　

敏
治　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

吉
田
和
夫（
ぺ
）　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計　
　
　

四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　

二
、
一
九
一
、
〇
〇
〇
円

※訂正と懺悔
前寺報vol.14で、寺債返還金を40万と報告しましたが、
140万の誤りでした。よって繰越金は、8,409,980で
した。ここに訂正させて頂くと共にお詫び申し上げます。

新
し
く
し
た

山
門
の
オ
シ
ャ
レ
提
灯

表
裏
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル

新
し
く
し
た

山
門
の
オ
シ
ャ
レ
提
灯

表
裏
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル

水
滴
…

見
え
ま
す
か
ぁ
〜

水
滴
…

見
え
ま
す
か
ぁ
〜

↓↓

K
O
B
E 
M
YO

HO
KKEIN in SEGA

K
I

2015 .9 .23.w
ed

セガキ旗は隆将上人お手製です

幡

水

香

おきらく

日　記

テレフォン・ノイローゼ
2015年10月10日（土）

私の携帯は、ガラケーだ。家族は皆スマホ
だが、私はいつも首からぶら下げていて電話とメール
だけなので、丈夫なガラケーの方が便利。ラインとや
らも鬱陶しい。しかし電池も寿命が近づいてきている
と思うので、そろそろ変えたいとは思う。電気店を覗
くが、今はスマホばかりでガラケーの種類は
少ない。ガラケー型のスマホもあるようで、
判りづらい。ガラケーファンも多いと思う
のに、何故新型が出ないのか不思議だ。結
局、基本料金を上げさせる電話会社の策略
だろう…。いいように世の中廻しているの
は、こっちさ。負けないぞ～。

ま
な
び
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本年、新しくペット供養塔（動物供養碑）を建立する予定で、ただ今計画中です。ペットの遺骨を納骨出来る合葬墓を造り、希望者にはペット葬儀や供養を行い名前を刻めるメモリアル銘板も設置予定です。ただしペットロボは入れません。

おきらく

日　記

あの感動を貴方のもとへ
2015年10月26日（月）

寺子屋第２弾「東北応援アコースティック黄昏ライブ」が
無事終了しました。参加人数は少なくて、Ｓ席もＡ席も空席が目立っ
てしまい、ポールさんには遠路遙々来て頂いたのに申し訳なかったっ
す。だいぶん前から予告していたのに、私の宣伝の仕方が悪
かったのか、残念でした。しかし内容は良かったと自負
しています。来たくても仕事の都合等で来られなかった
方も大勢いると信じます。そこで朗報！当日のライブ
動画をDVDにて貸し出します。映像・音源とも
バッチリで複製も可能。そしてレンタル料は、な・
な・なんと無料。希望者はお寺まで一報下され。

　

10
月
23
日
は
、
岡
山
の
妙
林
寺
団
体
参
拝
団
90

名
が
当
山
に
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

造
り
が
珍
し
い
お
寺
で
す
か
ら
、
お
坊
さ
ん
の

研
修
と
し
て
僧
侶
の
方
が
、
ま
と
ま
っ
て
見
学
に

来
ら
れ
る
事
は
今
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
檀
家
さ
ん
を
沢
山
引
率
さ
れ
て
…
と
い

う
の
は
初
め
て
で
す
。
ま
し
て
や
90
名
と
い
う
大

所
帯
。

　

ど
う
や
っ
て
受
け
入
れ
る
か
。
引
き
受
け
た
も

の
の
結
構
悩
み
ま
し
た
。
ま
ず
そ
の
沢
山
の
方
に

お
茶
を
出
す
の
に
、
何
処
で
接
待
す
る
か
。

結
局
、
本
堂
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
そ
ん
な

人
数
の
机
も
あ
り
ま
せ
ん
。
前
か
ら
欲
し
か
っ
た

会
議
室
の
机
を
思
い
切
っ
て
爆
買
い
し
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
渋
滞
を
ど
う
や
っ
て
か
わ
す
か
、
お
菓

子
は
何
を
出
す
か
？
お
盆
は
ど
う
す
る
？
土
産

は
？
諸
堂
案
内
は
？　

　

ナ
ン
ト
カ
こ
ち

ら
が
考
え
た
よ
う

な
段
取
り
で
事
は

進
み
、
お
参
り
し

た
方
も
接
待
し
た

ウ
チ
の
檀
家
さ
ん

も
皆
喜
ん
で
く
れ

た
よ
う
で
安
心
し

ま
し
た
。

　

イ
ロ
イ
ロ
と
勉

強
に
な
っ
た
１
日

で
し
た
。

切
れ
目
の
な
い
対
応

紅白に色どられた万灯。歌合戦はありません。

自然と合掌して拝読

お祖師様からのご褒美です

小
埜
僧
正
の
緋
金
紋
が
光
り
ま
す

浩
輝
上
人
あ
り
が
と
う

3階会議室の机とイスが新しくなりました

大いなる哉法恩、如何が讃ぜん尼崎 長遠寺  池田博英師

紅白の御手綱から祖師へ

逆修法号を授与される本願人・大久保順子さん 香華灯燭茶菓等を厳備

6万9千384の仏様をおしいただきます

新潟新潟→→

→→ →→青森青森

この人
の帽子

は

　単に
ハゲか

くしで
す

 　　
　　　

　↓
この人

の帽子
は

　単に
ハゲか

くしで
す

 　　
　　　

　↓
やけに

フサフ
サ

　　↓
なんか

怪しい
…

やけに
フサフ

サ

　　↓
なんか

怪しい
…

→僧
侶
で
は
ナ
イ

→僧
侶
で
は
ナ
イ

一
応
仕
事
で
丸
坊
主

←一
応
仕
事
で
丸
坊
主

←

茨木から茨木から

30年ぶりに顔を合わせた仲間達

山口温己子さんが来て下さいました。

寺谷明子さんも両親と。今川和佳子さんも有難う。

３人同級生なのに一人シゲキ的な髪がある

田舎者三人衆

諸田由利子さんも来て下さいました。

れんこん丸のルーティンあなたを拝みます

れんこん丸のルーティンあなたを拝みます

まぁまぁ一杯まぁまぁ一杯

ドモドモお疲れ様ドモドモお疲れ様

KO
BE
 M
Y
OH
OK

KEI
N in TASOGARE LIVE

K
OB
E 
M
YO

HOK
KEIN in OESIK

I

2015.11.23.m
on

１、しあわせのランプ
２、花咲く土手に

３、いつか街で会ったなら
４，日差しの中で

５、シクラメンのかほり
６，五番街のマリー
７，Your Song

８、Englishman im NY
９、コンドルは飛んでゆく

１０、SCARBOROUGH FAIR
１１、清く正しく美しく
１２、君がいないから
１３、雨に濡れても
１４、Michelle

１５、GET BACK
１６、While My Guitar Gently Weeps(REQUEST)

１７、ひまわりの約束
１８、Let It Be（ENCORE）

　
paulsato singer,song-painter

本堂は脱帽が基本ですが
ポールさんは衣装として
着用しています。

2015.10.24.s
at



　さぁ、つながって行こう！  イヨイヨ花が開く時！！平成28年１月１日 Vol . 15（４）

上記日程の通り、もうすぐ寒行が始まります。カレンダーに印を入れて、御布施を前もってご準備下さい。門付けは2～3分で終わりますが、太鼓の音にビックリされる方もいるので、あらかじめご近所にもお声かけ下さい。

編
集
後
記

法
事
に
し
て
は
大
き
な
法
要
だ

っ
た
。会
館
を
使
用
し
参
列
者
も

20
名
以
上
。朝
か
ら
少
し
体
調

が
悪
か
っ
た
の
は
事
実
だ
が
、ま

ぁ
ナ
ン
ト
カ
こ
な
せ
る
と
思
っ
て

い
た
。始
ま
る
前
も
お
腹
を
下

し
て
い
た
が
、ス
ト
ッ
パ
ー
を
飲

ん
で
祭
壇
前
へ
座
っ
た
。と
こ
ろ

が
神
力
が
終
わ
り
欲
令
衆
に
入

っ
た
頃
に
は
冷
や
汗
と
腹
痛
。

「
ス
･
ス
ミ
マ
セ
ン・・・」気
が
つ
い

た
ら
木
バ
イ
を
投
げ
だ
し
、そ
の

場
に
倒
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。意

識
は
あ
る
の
だ
が
、自
分
で
は
動

く
こ
と
が
で
き
ず
、本
衣
は
乱
れ

袴
や
帯
は
緩
め
ら
れ
て
足
袋
は

脱
が
さ
れ
る
。浄
身
整
衣
ど
こ

ろ
で
は
無
い
。ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ

ー
と
私
は
信
号
無
視
す
る
車
上

の
人
と
な
っ
た
。幸
い
急
性
の
腸

炎
と
言
う
事
で
大
事
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、プ
ロ
と
し
て
情
け

な
さ
で
一
杯
だ

っ
た
。
今
年
は

体
調
管
理
に
も

気
を
つ
け
よ
う
。

【
智
孝
】

　
　
　
　

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
　
　

「
智
孝
さ
ん
が
法
事
の
最
中
に

救
急
車
で
運
ば
れ
た
ら
し
い
」

と
聞
い
て
、『
え
!?
法
事
前
に
は

法
号
確
認
の
電
話
あ
っ
た
の

に
?!
』。脳
梗
塞
?
心
臓
?
と
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
急
な
病
気
が
頭

の
中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。私

が
東
大
阪
の
病
院
に
た
ど
り
着

く
ま
で
、檀
家
さ
ん
が
待
合
室
で

付
き
添
っ
て
く
だ
さ
り
感
謝
で
一

杯
で
す
。道
中
も「
入
院
に
な
っ

た
ら
、お
参
り
や
法
事
は
ど
う

し
よ
う
?
家
族
の
予
定
は
ど
う

な
っ
て
た
か
な
?
」と
考
え
る
事

だ
ら
け
。普
通
に
元
気
に
生
活

で
き
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
幸

せ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。安
心

し
た
途
端
に
、色
々
考
え
す
ぎ

た
私
の
胃
が
痛
く
な
り
ま
し
た

と
さ（
笑
）

【
陽
子
】

　
　
　
　

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
　
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。新
し
い
年
を
迎
え

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。追
伸 

僕

の
健
康
と
多
幸
を
祈
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す（
笑
）

【
清
水
】

　
　
　
　

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
　
　

去
年
は
小
生
も
10
月
に
事
務
所

で
突
然
の
は
げ
し
い
目
ま
い
と

吐
き
気
、そ
の
時
住
職
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
救
急
車
で
即
入
院
。

二
週
間
の
点
滴
と
検
査
の
結
果
、

特
に
悪
い
所
も
な
く
脳
に
も
異

常
は
な
く
一
安
心
。実
際
に
高
齢

化
を
実
感
し
た
年
で
し
た
。皆

さ
ま
も
お
体
に
は
気
を
付
け
て

下
さ
い
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　    

【
徳
リ
ン
】

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん

皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん

予
告
記
事

・
１
月
10
日
（
日
）　

　

午
前
10
時
〜
最
終
講
義　

正
午
〜
修
了
式

　

特
別
講
師　

上
田
義
統
師

★
信
行
会

・
１
月
13
日
（
水
）

・
２
月
13
日
（
土
）

・
３
月
17
日
（
木
）

　

時
間
は
、い
ず
れ
も
唱
題
後
〜

★
護
持
会
奉
仕
日

　

総
代
･
元
総
代
・
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

・
１
月
10
日
（
日
）

・
２
月
６
日
（
土
）

・
３
月
６
日
（
日
）

　

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

★
運
営
会
議

★
節
分
星
祭
り

・
２
月
３
日
（
水
）
午
後
１
時
〜　

　

法
楽
加
持
祈
祷　

豆
ま
き　

粗
供
養
呈
上

　

申
年
生
ま
れ
の
年
男
年
女
大
募
集
中
デ
ス
。

　

當
山
の
豆
撒
き
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

※
詳
し
く
は
、
同
封
別
紙
参
照面白く楽しい講演会

参加費は無料。前もって申込み要
★詳細は後日チラシで

主催：兵庫東部布教師会

小学生
が大勢

勉強に
来まし

た。

安
心
し
て
下
さ
い
…

フ
ン
ド
シ
は
穿
い
て
ま
す
ヨ

みんなで来てね～

１月14日（木） 元町コース　福原～楠町～元町～相生町～東川崎～新開地

１月16日（土） 兵庫コース　永沢町～神明町～兵庫駅～大開通～三川口町

１月17日（日） 荒田コース　菊水町～夢野町～千鳥町～平野町～荒田町

１月20日（水） 長田コース　長田町～片山町～名倉町～房王寺～下沢通 

１月21日（木） 中央区コース　春日野道～熊内～琴緒～中山手～山本通

１月23日（土） 西代コース　山下町～日吉町～二葉町～腕塚町～御崎町

１月24日（日） 西灘コース　王子公園～上野通～神ノ木町～六甲道駅周辺

１月26日（火） 須磨コース　高倉町～須磨寺～離宮～月見山～大手町～板宿

１月28日（木） 垂水コース　滝の茶屋～大町～高丸～五色山～舞子台

１月30日（土） 芦屋コース　楠町～東山町～業平～宮川～深江北町

平成28年　寒修行日程

　

法
事
に
限
ら
ず
、
お
寺
に
か
か
っ
て
く
る
檀

家
さ
ん
か
ら
の
電
話
に
は
、
ご
高
齢
の
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
寺
も

相
手
の
檀
家
さ
ん
の
事
を
あ
る
程

度
把
握
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
じ

事
を
何
度
聞
か
れ
て
も
キ
チ
ン
と

対
応
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
つ
も
り

で
す
。
し
か
し
１
回
の
電
話
の
中

で
も
同
じ
話
を
繰
り
返
さ
れ
た

り
、
お
寺
で
は
判
ら
な
い
親
戚
間

等
の
質
問
を
さ
れ
た
り
す
る
事
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
お
寺
か
ら
色
ん
な
事
を
伝
え

て
い
て
も
ご
家
族
の
方
に
キ
チ
ン
と
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
違
っ
た
形
で
理
解
さ
れ
「
そ

ん
な
話
は
聞
い
て
い
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
ご

家
族
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
に
と
っ
て
は
「
ご
高
齢
の
方
が
一
番

お
寺
と
の
付
き
合
い
が
深
い
」
と
言
う
事
で
、

連
絡
を
す
る
よ
う
に
進
言
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。（
も
し
か
す
る
と
少
し
で
も
そ
の

方
の
認
知
症
を
防
ぐ
為
の
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
か

も
…
と
）そ
の
事
情
は
理
解
出
来
る
の
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
ご
高
齢
の
方
ば
か
り
に
責
任
を
ま

か
さ
れ
ま
す
と
、
や
は
り
何
度
お
伝
え
し
て
も

お
忘
れ
に
な
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
す
。
ま
た

大
切
な
事
柄
が
抜
け
落
ち
る
事
態
も
生
じ
ま

す
。
そ
こ
で
私
の
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
法
事

の
度
に
確
認
の
お
手
紙
を
さ
し
あ
げ
た
り
、
こ

う
し
て
寺
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
伝
え
残
す
よ

う
に
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

限
界
が
あ
る
事
は
否
め
ま
せ
ん
。
お
寺
の
事
は

「
祖
父
母
・
父
母
」
等
に
任
せ
て
お
け
ば
良
い

…
で
は
な
く
、
若
い
方
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ

て
頂
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
の
問
題
な
の
で
、
大
切
な
事

柄
を
決
め
る
時
は
、
な
る
べ
く
し
っ
か
り
し
た

方
が
連
絡
窓
口
に
な
っ
て
下
さ
い
。
お
寺
は

メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
マ
メ
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
メ
ー
ル
で
ご
質
問
を
頂
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。メ
ー
ル
で
し
た
ら
記
録
が
残
り
ま
す
の
で
、

後
か
ら
何
回
で
も
確
認
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
窓
口
に
な
っ
て
メ
ー

ル
を
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

　

ま
た
法
事
だ
け
で
は
無
く
、
寄

付
や
寺
債
の
事
、
終
活
に
お
け
る

葬
儀
の
相
談
や
永
代
供
養
、
墓
や

自
家
檀
の
話
等
…
お
寺
に
関
す
る

事
柄
は
、
故
人
や
個
人
だ
け
の
事

で
は
無
く
、
家
族
や
親
戚
に
関
わ

る
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
く
ら
こ
ち
ら
が
時

間
を
取
っ
て
丁
寧
に
説
明
を
申
し
上
げ
て
も
、

ま
た
同
じ
話
を「
家
族
や
兄
弟
に
し
て
欲
し
い
」

と
言
わ
れ
る
事
も
日
常
茶
飯
事
で
す
。
そ
う

い
っ
た
相
談
は
、
な
る
べ
く
当
事
者
皆
さ
ん
で

相
談
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
お
寺
と

の
お
付
き
合
い
は
、
家
族
親
戚
一
緒
に
お
願
い

し
ま
す
。
お
寺
は
若
い
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
寺
報
も
家
族
皆
さ
ん
で
読
ん
で
頂
き
た
い
と

思
う
の
で
す
。
家
族
親
戚
一
同
が
笑
顔
で
お
参

り
し
て
総
活
躍
す
る
妙
法
華

院
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　宗教法人妙法華院規則第19条は、「総代は、
この寺院の檀信徒のうちから、この寺院の住
職が現任総代に諮って選定し、日蓮宗の代表
役員に届け出るものとする」「任期は３年と
する。但し再任を妨げない」「補欠総代の任期
は前任者の残任期間とする」となっています。

　当山では、この規則に従いながら檀信徒の
意向を反映するよう、よりよき選定法を求め
て、1979年の改選期より本願人の互選制を
とり入れました。（補欠選を含めて過去12回
この方法で行われました）これは、候補者
（被選挙人）を一定の条件でしぼりつつ、本
願人全員の投票により支持推薦された人を住
職が承認するという方式です。この選挙は
1993年４月11日檀信徒総会で承認された総
代選挙規程と1994年４月10日制定（2004年
４月11日改訂）された本願人制度規約にもと
づいて行われてきました。　　　　　　

　この選挙による総代の選出方法は、日蓮宗
寺院の中でも非常に希有な選び方で、特に先
代住職は意欲を持って取り組まれました。
　この選出方法は「総代の家は親子代々受け
継がれていくもの」というような形骸化を崩
し、また「住職が独断で自分の都合の良い総
代を選んで、お寺を私物化する」というよう
な身勝手な事も防ぐ事が出来、民主的で檀信
徒の意見が反映される理想の形といえます。

  しかしながら長年に渡り事務を司っていた
私には「誰を選んで良いか判らない」という
意見が多く寄せられました。そこで年齢や居
住地、当山での過去の役職等を記載するよう
になり、それでもまだ選べないという要望を
汲んで、被選挙人には、前もってメッセージ
を届けて頂くようにしました。また年齢制限
や遠隔地の居住・長期療養によって代理人を
立てて頂く等、各家庭によって事情がさまざ
まで、公平な選挙を行おうとするほど、問題
は複雑化し、それでも判らないとのご意見。
　また選挙管理委員会を組織して事を進め、
開票に至っては文字の書き間違いや票数のカ
ウント・有効無効の判断等、気を使う作業が
毎回長時間に及びます。

　これらを鑑みた時、せっかく先代住職に
よって整備された理想の選出方法ではありま
すが、現総代・元総代の意見を伺って総代の
選出方法そのものを見直す事にしました。
ちょうど、この春が総代の改選時期に当たり
ます。
　「本願人の中から選ぶ」「定年制は継続す
る」「定数７人は変更せずに、異性を必ず２
名以上入れる」等の良いところは、そのまま
踏襲します。
　現総代・元総代などを含めたお寺の運営会
議に於いて次期総代を推挙頂き、その上で本
人に内諾を取ります。そして最終は、本願人
皆さんに信任不信任を問う形に今回より変更
いたします。

　当山にとっては、また大きな改革
となりますが、ご理解頂きますよう
お願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

総代選定方法

を改革します 妙  法  華  院
住職・総代一同

家
族
親
戚

総
活
躍

寺
院

当
日
は
12
時
半
に

水
行
が
あ
り
ま
す
。

3月12日（土）
午後２時～４時

TVでお馴染みの
「ぶっちゃけ寺」
杉若恵亮師 当山での講演会決定！！

30
年
前の

ハゲ
じゃぁないチコウと細いリュウ

シ
ョ
ウ

若っ！➡若っ！➡

12月6日（日）神戸新聞掲載

・
１
月
13
日
（
水
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
13
日
（
土
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
15
日
（
月
）
釈
尊
涅
槃
聖
日

・
２
月
16
日
（
火
）
宗
祖
降
誕
聖
日

・
３
月
13
日
（
日
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
３
月
17
日
（
木
）
秋
彼
岸
入
日

・
３
月
23
日
（
水
）
秋
彼
岸
結
日

　

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜

★
唱
題
の
つ
ど
い

お寺の事やから
自分で連絡しぃな～

あぁ…お寺サンですか？
○○ですけど、今度の法事は何時でしたか？
持っていくモノは？　御布施は？

あぁそういえば来てましたね。
そういや何処やったっけ？？
もう一回教えてもらえますか？

前にも伝えましたよ？
法事の確認書も送ってますけど
届いていませんか？お寺

ご家族

ご高齢の方が
電話する

ご高齢の方

求む！一緒に歩く
明るくて、やる気のある方 

日蓮宗兵庫東部青年会50周年記念
（智孝さんは穴の理由で欠席）

⬅細っ！！⬅細っ！！

戦争展　協賛寺院
・長田区　妙覚寺
・豊岡市　経王寺
・姫路市　法華寺
・宝塚市　安国寺
・灘　区　醍醐寺
・尼崎市　長遠寺
※振込順（12月11日現在）
ご協力感謝致します。

ロゴに50が隠れています


